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平成３０年度学校評価 

                 校長  須藤 田鶴子 

  保護者・地域の皆様には日頃より本校の教育活動に、ご理解とご協力をいただき心より感謝申し上げます。 

平成３０年度の学校評価の結果をお伝えいたします。皆様からいただいた評価は次年度の教育活動に生か

して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフの見方】       ［評価基準］ 

 

 上段：児 童 

 中段：保護者 

下段：教職員 
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平成３１年３月８日 

練馬区立早宮小学校 

臨  時  号 

健康で明るい子ども  よく考えて工夫する子ども  思いやりのある子ども 

１ 対象者  本校児童、保護者、教職員 

２ 評価の回収率  
児童 92.5％(461 人/498 人)  保護者 88.1％(439 人/498 人)  教職員 100％(22 人/22 人) 

３ 自己評価及び学校関係者評価結果・考察 

【今年度の学校教育目標】 

 人権教育の精神を基盤として、心身共に健康で調和のとれた人格の形成を目指し、広く国際社会や

地域社会の信頼と尊敬が得られる人間性豊かな児童の育成を目指して、次の教育目標を設定する。 

○健康で明るい子ども  ○よく考え工夫する子ども  ◎思いやりのある子ども 

☆本年度の重点行動目標  

「思いやりのある子ども」豊かな人間関係を育む教育活動の展開を目指す。 

【上記を受けて目指す学校・目指す子供】 

＜目指す学校＞ 

 ◇全ての子供の心と体が豊かに育つ学校 

 ◇確かな学力が身に付く学校 

 ◇保護者・地域と共生する学校 

＜目指す子供：友だち大好き・自分も好き 早宮の子＞ 

 ☆自己肯定感をもち、周囲との関わりの中から学べる子供 

 ☆自分の思いや考えを伝えることのできる子供 

 ☆他者理解に努め、思いやりの心をもって共に生きようとする子供 

 



         

(1) 学校は、分かりやすく楽しい授業を工夫している 

(2) 子供たちは、学習規律を身に付け落ち着いて学習している 

(3) 子供たちは、学習したことがよく身に付いている 

(4) 子供たちは、家庭学習（学年×１０分）の習慣が身に付いている 

(5) 子供たちは、挨拶や言葉遣いなど基本的な生活習慣が身に付いている 
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・およそ９５％の児童が授業を楽しい

と感じています。分かりやすい授業の

工夫という点についても多くのお褒

めの言葉をいただきました。｢授業が

分からない、楽しくない｣と回答して

いる児童について個別指導などの支

援の手立てを考えていくとともに授

業改善に努めます。 
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・児童はおおむね学習規律を意識して

学習に取り組んでいます。しかし、児

童によっては学習活動に集中しきれ

ないときがあります。特に姿勢の悪い

児童が多いのは課題です。全体が落ち

着いた雰囲気の中で学習に臨めるよ

う、「早宮の子のやくそく」の確実な

定着を引き続き図っていきます。各ご

家庭ではお子さんの学習用具が「早宮

の子のやくそく」に添ったものか、お

子さんと時々ご確認ください。 
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・点数にこだわるのではなく、これ

からは、何を理解しているのか、何

ができるか、学んだことをどのよう

に生かしていくのかが大切になりま

す。主体的に取り組めるような授業

を工夫していきます。 
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・８割以上の児童が宿題にはきちん

と取り組み、提出も良好です。しか

し、宿題しかやらないというご家庭

の意見も多数寄せられました。自分

で決めた課題に継続して取り組む姿

勢が確実に身に付くよう、具体的な

課題の取り組み方、学習の分量など

を個別に指導していきます。 
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・多くの児童が声を出して挨拶する

ようになり、お褒めの言葉もいただ

いていますが、一部の高学年ではす

れ違ってもそのまま通り過ぎるよう

な姿も見られます。一方、言葉遣い

については、友達同士のときなど、

乱暴になりがちです。時と場に応じ

た言葉遣いについて、継続的な指導

をしていきます。ご家庭でもお話し

いただき、声を掛けてください。 



(6) 学校は、ふれあい月間などの取組を通して、いじめ防止や教育相談体制の強化を図っている 

 

(7) 子供たちは、困難な課題にも最後までがんばって取り組んでいる 

(8) 子供たちは、思いやりの心をもって行動している 

(9) 子供たちは、休み時間や放課後など外に出て遊ぶ習慣が身に付いている 

(10) 学校は、健康でたくましい心と体を育てるために食育の推進に努めている 
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・いじめの問題について、大人の知らな

い実態があり不安であるとのご意見を

いただきました。兆候を見逃さずいじめ

の未然防止、早期発見、解決に努め、い

じめの根絶を図るため、定期的なアンケ

ートの実施など、確実な実態把握に努め

ます。また、ふれあい週間の取り組みを

さらに充実させ、相談体制の一層の強化

を図ります。ご家庭でも趣旨をご理解い

ただき、ご協力をお願いいたします。 
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・活発に課題に取り組める児童が増え

ましたが、「根気がない」「意欲がない」

と、感じる保護者の皆様，教員の意見

もあります。最後まで粘り強く課題を

やり遂げる姿勢が身に付く指導の工

夫をしていきます。ご家庭でも良い姿

を認め、励まし、お子さんが課題に集

中して取り組めるようご配慮くださ

い。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教職員

保護者

児   童

 

・思いやりのない言動をきちんと指摘

できる児童が増えました。しかし、陰

湿な言動を気にするご意見もありま

す。一方で、面倒見の良さや仲の良さ

を褒めていただいてもおります。良い

面をさらに伸ばし、良くないところは

子供自身が理解できるような指導の

工夫をしていきます。 
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・休み時間は、多くの児童が外で元気

に遊んでいます。持久走タイムや、短

縄タイムには、ほとんどの児童が音楽

に合わせて運動する元気な姿が見ら

れました。体力の向上を目指し、天気

の良い日は外に出て活発に体を動か

すことを奨励しています。 
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・給食の献立を工夫し、児童にいろい

ろな食材や郷土の料理に出会わせる

ことで、食に対する関心を高めていく

ことができました。また、年２回の食

育講座や給食便りなどを通して、保護

者の皆様の食育への意識も高まりつ

つあります。 



 

(11) 学校は、ホームページや学校便り、学級通信等を通して、学校の取組をよく伝えている 

(12) 学校は、学校公開、保護者会、個人面談を通して、保護者との共通理解を図るよう努めている 

４ 次年度に向けて取組の方向性 
 ＜子供が学ぶ楽しさや達成感を味わうことのできる学校＞ 

 (1)計画に基づいた指導  

「知識・技能の定着」「思考力・判断力の育成」「学びに向かう力・人間性の涵養」が新学習指導

要領の 3つの柱です。新学習指導要領の移行期の年間指導計画に基づいた指導を実施していきます。  

(2)基礎的・基本的な学習内容の定着 

  すすんで考え、表現・交流する学習の展開を図るとともに、学習の見通しがもてるように目的や

方法が児童に分かる指導を目指します。特に国語科の「書くこと」に重点を置き、表現力や思考力

の育成に努めます。また、地域未来塾や放課後教室の充実を図り、学習の基礎・基本を確実に定着

させていきます。ご家庭と連携し、家庭学習の習慣化を進めます。 

(3)学習習慣の確立  

「早宮の子のやくそく」の徹底を図り、挨拶や返事、話の聞き方や話し方、学習用具の準備など

規律ある学習習慣の確立に努めます。 

＜健やかな心と体を育てる学校＞ 

(1) 心の教育の推進 

「あいさつ運動」を推進し、挨拶や返事がすすんでできるようにしていきます。また、道徳科教育

の推進や「早宮の子のやくそく」の徹底を通し、相手の立場を理解し、すすんで行動する児童の育

成に努めます。 

「心のふれあい週間」の活用やいじめアンケートの定期実施などを通し、いじめや不登校の兆候を

見逃さず組織として未然防止、早期解決を図ります。また、読書は学習の基礎となります。「書く

こと」のためにも、豊かな心を育てるためにも読書活動を推進します。 

(2) 体験活動の充実 

 児童相互の豊かな人間関係を築いていくために、縦割り班活動やロング集会など異学年交流の取

組を継続していきます。また、地域の人材や外部講師を招いての体験活動の機会を通して、生きて

働く学力が身に付き、自らの学びを深めていくことができるような学習の展開を図ります。 

  (3)体力の向上 

   新体力テストの結果に基づいた実態把握を通して体育授業や体育朝会などの充実を図り、児童の

体力の向上に努めます。新体力テストの結果は、分析してお示しします。また、オリンピック・パ

ラリンピック教育の推進を通して運動に興味関心をもち、自ら運動に親しむ態度を育てます。 

＜地域に開き、保護者・地域に信頼される学校＞ 

   保護者の会や練馬区青少年育成第二地区委員会、早宮 3，4 丁目町会を始め，各町会の皆様との連

携・協力をさらに深め、地域人材や地域の自然、文化、施設などを活かした学習活動を展開してい

くとともに、学校、保護者、地域で一体となった児童の安全確保に努めます。また、開進第一中学

校や、開進第一小学校、近隣の幼稚園、保育園との連携にも取り組んでいきます。  
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・その日にあった学校行事や児童

の集会活動の様子などの最新情報

や、突然の水泳指導の中止や不審

者への注意喚起など、非常時の情

報についてもホームページを活用

してほしいというご意見をいただ

きました。内容の充実を図り、こ

まめな発信や発行、更新を心掛け、

改善していくように努めます。 
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・保護者の皆様との連携は児童

の健全育成に欠かせません。定

期的な、学校公開、保護者会、

個人面談以外にも、必要に応じ

ての面談を行っていきます。 


